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令和 5年度 医療・介護関係者の研修会開催のご案内 

 

処暑の候、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

平素より、在宅医療・介護連携推進事業に、ご支援・ご協力を賜り感謝申し上げます。 

さて、当センターでは、“医療・介護を支える専門職がお互いの役割について学び、連携・協働す

るために必要なことを考える。また、顔の見える関係づくりを行い、日々の実践で連携・協働ができ

る。”ことを目的に、「つなぐ会」を開催しております。 

今回は、病棟でキャッチした本人の思いを病院内で共有し、訪問看護につなぎ、本人の思いを主軸

に、本人と家族の意向を調整し、自宅で最期を迎えたがん患者さんの事例を振り返ります。 

講師に、在宅ケア移行支援研究所宇都宮宏子オフィス 宇都宮 宏子 先生をお迎えし、現場の

気づきと行動に焦点を当てて、当地域の看看連携について考えます。 

つきましては、ご多用のこととは存じますが、貴医療機関並びに介護事業所の職員の皆様のご参

加のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

なお、参加にはお申込みが必要です。別紙開催要項をご覧いただきお申込みをお願い致します。 

 

記 

研修会名：令和 5年度医療・介護関係者の研修「つなぐ会」 

日  時：令和 5年 10月 26日（木）午後 1時 10分～午後 4時 30分（受付開始：12時 40分～） 

会 場：下越総合健康開発センター２階大講堂（新発田市本町 4-16-83）オンライン併用 

内  容：事例の振り返り、ワーク、講演 

テ ー マ：退院支援から在宅看取りまでの事例を通して病院と地域の看看連携を考える。 

     ～よく食べて、よく眠って、よく笑って、家族と過ごしたい～ 

講  師：在宅ケア移行支援研究所宇都宮宏子オフィス代表  宇都宮 宏子 氏 

講演演題：『調整中』                              

そ の 他：参加を希望される方は開催要項をご確認いただき、準備の都合上、10月 10日（火）まで

に、別紙にてお申込みをお願いいたします。 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

しばた地域医療介護連携センター  

電話：0254-20-8577 ファックス：0254-20-8570 

担当：平野、辻（在宅医療・介護連携推進事業） 


